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藤女子大学人間生活学部保育学科　准教授　高橋　真由美
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“ 宝 箱 ”

　「幼稚園で覚えたお祈りを家や外出先でもしているんです。この前は食事
の前の祈りを外食先でもしていましたよ。」という話を、何人かのお母様から
聞いたことがあります。少し恥ずかしそうに、でも嬉しそうに話してくださる姿
を見ると、祈りが子どもの中に根づいているのだなと、心が温かくなります。
　幼稚園は多くの子どもにとって、初めて“神様”や“お祈り”を知る場になる
と思います。入園当初は保育者や友だちがお祈りしている姿をじっと見てい
るだけの子どもが、数ヶ月後にはしっかりと手を合わせ、自信を持って祈りを
唱えている姿を見ると微笑ましく、また嬉しく感じます。
　年中長児は月に２回、園内の小聖堂で保育者から“神様のお話”を聞きま
す。今年度は５月中旬から始まり、初回は『世界を創られた神様』のお話でし
た。「この世界は神様が創ってくださったんだよ｣と話すと、「知らなかった！
お母さんに教えてあげよう！」と言う子も。これからもカトリック幼稚園として、
また神様を知る初めての場所として、保育の中から神様を身近に感じていけ
るように、子どもたちに伝えていきたいと思います。
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カレーライスクッキング
　今年も、幼稚園の中庭の梨の木に白い花が満開でした。その木の側の畑に
は春に植えたじゃがいもの葉が元気に緑色に輝いています。
　９月には大きく育ったじゃがいもを収穫して、みんなの大好きなカレーライスを
作ります。お肉や人参、玉ねぎ、カレールーは年長さんが一人ひとり自分でお金
を払って買い物をします。梨もぎも年長さんのお仕事です。
　カレーライスクッキングの日には、エプロンとバンダナを着けた子どもたちは
手をきれいに洗いお米を研ぎます。ぎゅっぎゅっ。野菜もきれいに洗って、ピーラ
ーでじゃがいもや人参の皮むきをして、包丁で慎重に切ります。年長さんは涙を
流しながら玉ねぎを切っています。切った野菜やお肉を大きな鍋で炒めて煮込
み、一人ひとつカレールーを入れて、園内はおいしい匂いでいっぱいです。
　出来あがったカレーライスは年長さんが採った梨といっしょにみんなでおいし
くいただきます。自分たちで作ったカレーライスは特別においしくて、毎年おかわ
りをする子の長い列ができます。
　今年も秋の収穫とカレーライスクッキングを楽しみに子どもたちはじゃがいも
と梨の成長を観察しています。
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　幼稚園の先生になって、初めて受け持ったクラスは年長40名。日々の生活では子どもたちは元気いっぱい。彼らに追いつこうとひた走る毎日でした。子どもとの対応では、決してスムーズではなく、新米先生に可愛い我が子を預けることに不安も感じていたことでしょう。
　手探りながらも走り続けて半年が経った頃、お母さんたちがかけてくださった言葉。
　「先生！笑顔も増えてきてもう大丈夫だね!!」…この言葉が私の今に繋がっています。おそらくその後も、お母さんたちの心配は続いていたと思います。でも最後まで見守り、子育てと同時に担任としての私も育ててくれたことに心から感謝しています。『見守ることは育てること』だと、お母さんたちから学びました。
　私自身も子育てを経験し、笑っちゃうほど時も流れ、おばあちゃん世代に近くなりました。かつての子どもたちが今、お母さんとして我が子の成長を見守っています。　時が流れても変わらないのは、『見守ることは育てること』。今なお、お母さんたちから学べることに日々感謝しています。
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